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商工連臨時総会を開催
長野県商工会観光パワーアップ事業
を展開
信州観光地絆宣言（写真）
商工会産業支援プロジェクトの推進
経営ワンポイントアドバイス
　事業承継

法律ワンポイントアドバイス
　コンプライアンスについて

この人に注目―Vol.89
　メモリアルホールみつわ　篠原　憲文 氏

商工会はいまーVol.84　松川村商工会

伝言板／信州お出かけ食べルート
長野県商工会連合会のホームページ・E-mail アドレス
http://www.nagano-sci.or.jp/
shokoren@nagano-sci.or.jp

　県下の商工会長が腕を組み、矢﨑会長が信州観光
地絆宣言をいたしました。　　（平成23年10月24日）

信州観光地絆宣言
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商
工
連
は
、
臨
時
総
会
を
平
成
二
十
三
年
十

月
二
十
三
日
、
野
沢
温
泉
村
農
協
会
館
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
臨
時
総
会
は
、
佐
藤
会
長
が
任
期
途

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
、

去
る
九
月
二
十
七
日
に
辞
任
の
表
明
が
あ
り
、

こ
の
こ
と
に
伴
う
新
会
長
の
補
充
選
任
が
議
題

で
し
た
。

　

細
野
専
務
理
事
よ
り
、
佐
藤
会
長
が
辞
任
表

明
に
至
る
ま
で
の
経
過
、
副
会
長
会
、
理
事
会

に
お
け
る
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
の
協
議
結
果
、

ま
た
、
佐
藤
会
長
の
要
望
と
し
て
、
商
工
会
に

お
け
る
改
革
が
ま
だ
完
全
達
成
し
て
い
な
い
状

況
で
あ
り
、
会
長
代
行
で
は
な
く
新
会
長
を
中

心
に
継
続
し
て
改
革
を
推
進
し
て
欲
し
い
旨
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
出
席
会
長
全
員
の
賛
成
に
よ
り
、

新
会
長
に
は
筆
頭
副
委
長
で
あ
る
矢
﨑
昭
和
氏

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
矢
﨑
新
会
長
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
、

県
北
部
地
震
、
急
激
な
円
高
等
に
よ
り
、
商
工

会
員
を
取
巻
く
厳
し
い
経
営
環
境
を
踏
ま
え
、

地
域
商
工
業
の
発
展
と
地
域
活
性
化
の
た
め
鋭

意
努
力
す
る
と
の
決
意
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

矢
﨑
新
会
長
挨
拶

　

会
長
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

去
る
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
三
日
開
催
の

臨
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
私
を
商
工
連
会
長

に
ご
選
任
い

た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す

が
、
地
域
商

工
業
の
発
展
と
地
域
活
性
化
の
た
め
、
鋭
意
努

力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
商
工
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
の
小
規
模
事
業
者
等
を
取
巻
く

経
営
環
境
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
東
日
本
大
震

災
、
県
北
部
地
震
及
び
円
高
に
よ
る
大
手
企
業

等
の
生
産
拠
点
の
海
外
進
出
、
消
費
の
低
迷
等

に
よ
り
大
変
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

　

商
工
連
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
職
員
の
資
質

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
商
工
会
の
皆
様
と
の

協
働
体
制
を
一
層
強
化
し
、
業
種
別
に
お
け
る

経
営
支
援
策
の
展
開
、
地
域
活
性
化
策
の
推
進

に
よ
り
、
地
域
商
工
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
所

存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
各
事
業
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

商
工
会
長
研
修
会

　　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
三
日
野
沢
温
泉
村

商
工
会
長
会
議
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
野
沢
温
泉
村
で
の
開
催
に
至
っ
た
経

緯
は
、
去
る
五
月
に
開
催
し
た
通
常
総
会
に
て
、

県
北
部
地
震
で
の
災
害
地
で
の
復
興
状
況
を
踏

ま
え
、
会
長
会
議
に
併
せ
観
光
復
興
に
関
す
る

セ
レ
モ
ニ
ー
を
野
沢
温
泉
村
、
栄
村
に
て
開
催

し
た
い
旨
の
緊
急
提
案
の
結
果
、
出
席
会
長
の

全
員
の
賛
同
に
よ
り
、
当
地
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
全
国
連
石
澤
会
長
か
ら
「
中
央

情
勢
に
つ
い
て
」、
石
原
県
産
業
政
策
課
長
か

ら
は
「
県
に
お
け
る
商
工
業
振
興
施
策
」、
長

谷
川
県
観
光
企
画
課
長
か
ら
は
「
県
に
お
け
る

観
光
振
興
施
策
」、
高
橋
関
東
経
済
産
業
局
経

営
支
援
課
長
か
ら
は
「
国
に
お
け
る
小
規
模
事

業
者
へ
の
経
営
支
援
施
策
」
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
会

議
の
席
上
に

お
い
て
長
年

地
域
商
工
業

の
振
興
に
貢

献
さ
れ
た

方
々
へ
関
東

経
済
産
業
局

長
表
彰
及
び

長
野
県
商
工

会
連
合
会
長

表
彰
の
伝
達

が
行
わ
れ
ま

し
た
。

新
会
長
に
筆
頭
副
会
長
矢
﨑
昭
和
氏
を
選
任

商
工
連
臨
時
総
会
を
開
催

矢﨑会長が阿部知事に就任の挨拶



信
州
観
光
地
絆
宣
言
セ
レ
モ
ニ
ー
の
開
催

　

商
工
連
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
に
か

け
て
、
商
工
会
関
係
者
及
び
、
全
国
連
石
澤
会
長
、
阿
部
県
知
事

を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
ご
来
賓
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
二
百
名
余

の
出
席
の
も
と
、
信
州
観
光
地
絆
宣
言
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
セ
レ
モ

ニ
ー
を
野
沢
温
泉
ア
リ
ー
ナ
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
絆
の
言
葉
の
と
お
り
、
県
下
の
商
工
会
長
が

腕
を
組
み
、
そ
し
て
矢
﨑
会
長
が
信
州
観
光
地
「
絆
」
を
宣
言
し
、

盛
会
裡
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

信
州
観
光
地
絆
宣
言
文
は
次
の
と
お
り
で
す
。

3 ●商工連ながのH23.11月号

　去る３月11日に発生した東日本大震災は、未曾有の被害
をもたらし、そして多くの尊い人命が失われた。
　翌３月12日の県北部地震では、栄村を中心に甚大な被害
をもたらした。
　県内各地の観光地も、これらの地震の風評被害等により
観光客が激減するなど、観光関連業者は厳しい状況に陥った。
　私たちは、これらの大震災という悲劇から多くの教訓を
得ることができた。
　その中で大変厳しい困難の渦中から立ち直り、明日に向
かってしっかりと歩んでいくには、人と人とがお互いに支
えあい、そして地域と地域がお互いに支えあうという絆が
一番大切だということを学んだ。
　この厳しい状況を克服するため、観光地どうしが心を一
つにして長野県全体の観光地活性化という目標に向かい、
お互いに力をあわせる協働体制をより一層強固にする必要
がある。
　観光地のネットワークの形成による県内観光振興を目指
し、お互いの絆を確認しあい、そして深めあいながら「長
野県商工会観光パワーアップ事業」を展開し、県内観光地
活性化支援策を力強く推進するため、長野県商工会連合会
及び県下70商工会は、ここに信州観光地「絆」を宣言する。
　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年 10月 24日
　　　　　　　　　　　　　　　　長野県商工会連合会
　　　　　　　　　　　　　　　　長野県下70商工会

信州観光地絆宣言

長
野
県
商
工
会
観
光
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
展
開

　

東
日
本
大
震
災
及
び
県
北
部
地
震
の
影
響
に
よ
る
風
評
被
害
等
に
よ
り
、
県
内
の
観
光
関
連
事

業
者
は
厳
し
い
経
営
状
況
に
陥
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
商
工
連
は
、
商
工
会
と
の
協
働
体

制
を
図
り
、
本
格
的
な
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来
前
に
長
野
県
の
観
光
地
が
安
全
・
安
心
で
あ
る
旨

を
県
内
外
及
び
海
外
へ
の
情
報
発
信
等
に
よ
り
、
全
県
的
な
観
光
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
、
長
野

県
商
工
会
観
光
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

主
な
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
信
州
観
光
地
絆
宣
言
セ
レ
モ
ニ
ー
の
開
催

　

�（
県
内
観
光
地
が
絆
を
深
め
、
全
県
的
観
光
振
興
を

目
指
す
た
め
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
す
）

・�

Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
Ｂ
Ｓ
放
送
を
利
用
し
た
県
内
観
光
地
を
紹

介
す
る
番
組
の
制
作

　

�（
県
青
連
、
県
女
性
連
が
作
成
し
た
お
出
か
け
食
べ

ル
ー
ト
19
コ
ー
ス
を
シ
リ
ー
ズ
化
し
、
県
内
の
観

光
地
の
魅
力
を
全
国
に
紹
介
し
ま
す
）

・�

全
国
版
ラ
ジ
オ
局
を
活
用
し
た
県
内
観
光
地
の
紹
介

　

�（
文
化
放
送
「
く
に
ま
る
ジ
ャ
パ
ン
」
の
な
か
で
ビ

ジ
ネ
ス
最
先
端
マ
ガ
ジ
ン
コ
ー
ナ
ー
に
て
放
送
し

ま
す
）

・�

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
事
業

　

�（
県
国
際
観
光
推
進
室
の
ブ
ロ
ガ
ー
を
活
用
し
、
外

国
人
向
け
に
長
野
県
の
観
光
情
報
を
発
信
し
ま
す
）

・�

長
野
県
商
工
会
観
光
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
Ｐ
Ｒ

　

�（
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
県

内
観
光
地
の
紹
介
と
お
出
か
け
食
べ
ル
ー
ト
を
配

布
し
県
内
観
光
地
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
）

・�

県
内
観
光
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

　

�

こ
の
事
業
を
契
機
と
し
て
、
次
年
度
以
降
県
内
観

光
地
の
振
興
の
た
め
関
係
商
工
会
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。



　　Ⅰ　長野県北部地震の被災現場（栄村）

　　Ⅱ　信州観光地絆宣言レセプション　野沢温泉村「アリーナコンベンションホール」

商工連ながのH23.11月号● 4
栄ふるさと太鼓レセプション風景

野池長野県観光部長あいさつ島田栄村長あいさつ

土砂崩れ現場

商店の被害店内 商店前道路境界の段差

富井野沢温泉村長あいさつ 加藤長野県商工会議所連合会長あいさつ

商品が散乱した店内

人々の祈り

信州観光地絆宣言 困難な時こそ、人と人とが
支えあい、地域と地域とが
支えあう絆が大切（　　　　 ）



　　　Ⅲ　信州観光地絆宣言セレモニー　野沢温泉村「アリーナコンベンションホール」

　　　Ⅳ　信州観光パワーアップ事業　PR

5 ●商工連ながのH23.11月号

県国際観光推進室のブロガーへのインタビューレセプション抽選会Satiaコンサート

矢﨑会長　開会のことば

木曽ナンチャラホイ

“食と味覚”フェア2011
池袋サンシャイン10/15･16

ふるさとフェア2011
“横浜赤レンガ11/5･6”

阿部長野県知事あいさつ

野沢温泉　道祖神太鼓

セレモニー会場

県警音楽隊
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経
済
環
境
が
激
変
す
る
中
で
、
商
工
会
地
域
の
小

規
模
事
業
者
が
抱
え
る
経
営
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、

今
後
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
産
業
モ
デ
ル
の
構
築

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
商
工
連
で
は
昨
年
度
、
経

営
指
導
員
に
よ
る
業
種
別
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
「
産
業
振
興
指
針
」

と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
本
年
度
か
ら
こ
の
指
針
に

基
づ
き
、
商
工
会
と
商
工
連
が
一
体
と
な
っ
て
産
業

振
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
、
推
進
組
織
と

し
て
産
業
振
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
と

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
県
下
４
地
区
（
東
信
・
南

信
・
中
信
・
北
信
）
に
設
け
、
３
年
間
を
目
処
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
各
商
工
会
地
域
の
業
種

や
地
域
課
題
等
の
解
決
を
目
的
と
し
た
産
業
振
興

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
も
の

で
す
。
商
工
連
で
は
産
業
振
興
支
援

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
設
置
す
る
と
と
も
に
国
・
県
・

市
町
村
・
大
学
等
と
の
連
携
を
と
り
、

事
業
の
推
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

す
で
に
ほ
と
ん
ど
の
商
工
会
で
振

興
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
お
り
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
実
施
計
画
表
の
作
成

や
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
事
業
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
今
後
商

工
連
で
は
テ
ー
マ
別
研
究
会
の
開
催

や
支
援
機
関
・
大
学
等
と
の
情
報
交

換
、
交
流
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、

支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
成
果
発
表
や
優
秀
モ
デ
ル

事
業
の
表
彰
な
ど
を
行
い
、
地
域
小

規
模
事
業
者
の
皆
様
の
経
営
革
新
等

に
も
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

商工会産業振興支援プロジェクト
～小規模事業者への経営支援の推進（産業振興指針に沿って）～

市町村

商工会

企業･人

－新たな視点（人間力･企業力･地域力）に立った産業振興－

小規模事業者
の課題把握
（経営・技術）

課題解決の
ための支援
テーマ設定

事業展開
（地域の総力戦）

アクション
プラン策定
（推進母体）

地域の

行政･大学･専門機関等

県

国

大学

地域産業の育成・支援

①産業関連施策（商工労働、観光、農政
　林務、健康福祉など）の活用
②産業支援機関（工業技術総合センター
　農業試験場、林業総合センターなど）
　の活用

経産省、中小企業基盤整備機構、産業
技術総合研究所等の施策、シーズ活用
大学・高専等のシーズ活用と協業

連携
協業

商工連
連携 情報交換協業支援

パワーアップ
商工会！

実施評価

プロジェクト推進委員会
支援組織・支援内容

ワーキンググループ
（東信 ・ 南信 ・ 中信 ・ 北信 ・ 広域）

地域産業振興委員会
【商工連常設委員会】

●産業振興方針、行動指針等の審議
●産業振興支援事業の調査研究

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

●産業振興支援プロジェクトの策定・事業推進
●アクションプラン策定助言・支援
●産学官連携の推進
●成果発表、事業評価
●国・県等の施策活用研究
●産業振興事例の収集、情報提供
●支援アドバイザー設置（２名）
●ワーキンググループへのアドバイス

●商工会別テーマ策定支援
●商工会別アクションプラン策定支援
●テーマ別研究会等の開催
●商工会別事業実施支援
●モデルテーマ選定（２テーマ）
●モデルテーマ推進への積極的支援
●専門家 ・ コーディネーターの設置（４名）

支援

商
工

ロ
産

ェ
振

ト
支

推

～
小
規
模
事
業
者
へ
の
経
営
支
援
の
推
進
（
産
業
振
興
指
針
に
沿
っ
て
）
～

製造業
国際競争力の強化と
次世代産業の創出

↓
技術力の強化、人材育
成、営業力の強化、ト
レーサビリティの強
化、環境法令の遵守

過疎地域
人口の減少、高齢化、

産業の減少、森林・耕地
の荒廃など課題が山積

↓
新産業の創出、交流人口
の増加　生活基盤の立
て直しなど新しい視点

で再構築

小売・
サービス業

少子高齢化、消費ニーズ
の多様化、中山間地の

人口減少
↓

消費者の安全・安心指向、
健康福祉ニーズへ対応、

生活環境の
維持継続

建設業
バブル経済崩壊によ
る建設投資の落ち込
み、公共工事の抑制
　　　　 ↓ 　
新分野進出・地域ニー
ズ・安全指向への対
応、環境保全への対応

観光業
節約指向、低価格指向
などから観光客数・

消費額が減少
↓

地域観光資源の発掘、
農業・文化・伝統工芸
等との連携、外国人の

誘客 

人と人との絆を強め、
産業を興し、
地域力を結集し、

域内付加価値を高める。

商工会の
パワーアップ

産業振興指針の概略
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私
が
こ
の
仕
事
で
独
立
を
し
て
、
間
も
な
く
10
年
を
迎
え

ま
す
が
、
近
年
ご
依
頼
の
多
い
仕
事
に
「
事
業
承
継
セ
ミ

ナ
ー
」
の
講
師
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

実
は
こ
の
内
容
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
過
去
に
苦
い
経
験
を

持
っ
て
い
ま
す
。
起
業
し
て
３
年
目
頃
の
こ
と
で
す
。
右
も

左
も
わ
か
ら
ず
、
と
に
か
く
ど
ん
な
仕
事
で
も
ご
依
頼
を
頂

け
れ
ば
な
ん
で
も
引
き
受
け
よ
う
と
思
っ
て
い
た
頃
の
事
、

あ
る
業
界
団
体
よ
り
こ
の
テ
ー
マ
の
講
師
依
頼
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん「
事
業
承
継
」の
仕
事
は
初
め
て
で
し
た
。

書
店
に
行
っ
て
そ
の
手
の
書
籍
を
買
い
あ
さ
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
て
情
報
を
収
集
し
、
な
ん
と
か
講
演
会
に

挑
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
結
果
は
散
々
。

　

始
ま
っ
て
早
々
に
席
を
立
つ
方
や
居
眠
り
を
始
め
る
人
が

大
半
を
占
め
、
と
て
も
受
講
者
の
皆
様
に
ご
満
足
い
た
だ
け

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

で
は
、
内
容
が
世
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
「
事
業
承
継
」

の
セ
ミ
ナ
ー
と
極
端
に
違
っ
て
い
た
の
か
？
と
い
う
と
決
し

て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
よ
う
な
実
に
一
般
的
な
内

容
で
し
た
。

　

①
後
継
者
の
選
び
方　

②
後
継
者
の
教
育
方
法　

③
事
業

承
継
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

④
気
を
付
け
た
い
株
式
の
評
価
と
税

金
対
策　

⑤
争
続
問
題
に
な
ら
な
い
た
め
に　

⑥
生
命
保
険

の
活
用
法

　

で
は
、
な
ぜ
受
講
者
の
満
足
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？

　

皆
さ
ん
は
「
事
業
承
継
」
と
聞
い
て
何
を
思
い
浮
か
べ
、

セ
ミ
ナ
ー
に
は
何
を
期
待
さ
れ
ま
す
か
？
相
続
税
の
ご
心
配

で
し
ょ
う
か
？
あ
る
い
は
借
金
返
済
に
関
す
る
不
安
で
し
ょ

う
か
？
中
に
は
「
後
継
者
も
居
な
い
の
に
何
が
相
続
だ
！
」

と
憤
慨
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　

実
は
経
営
者
の
方
一
人
ひ
と
り
に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
事
業
承

継
」
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
中
で
、私
の
考
え
た
セ
ミ
ナ
ー

は
「
事
業
が
順
調
で
、
資
産
も
十
分
に
あ
り
、
あ
と
は
後
継

者
を
育
成
で
き
れ
ば
、
い
つ
で
も
事
業
承
継
が
で
き
ま
す
」

と
い
う
事
業
向
け
の
内
容
だ
っ
た
の
で
す
。

【
承
継
し
た
い
事
業
と
は
何
か
？
】

　

創
業
者
の
皆
さ
ん
が
残
し
た
い
事
業
と
は
何
で
し
ょ
う

か
？
経
営
し
て
培
っ
た
金
融
資
産
や
不
動
産
で
し
ょ
う
か
？

集
金
シ
ス
テ
ム
で
し
ょ
う
か
？
あ
る
い
は
地
域
の
名
声
で

し
ょ
う
か
？
恐
ら
く
ど
れ
も
シ
ッ
ク
リ
来
な
い
答
え
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　

実
は
、
事
業
承
継
を
考
え
る
う
え
で
、
一
番
大
切
な
こ
と

は
「
何
を
承
継
す
る
の
か
？
」
ま
た
は
「
何
を
承
継
す
べ
き

か
？
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
多
く
の
「
事
業
承

継
セ
ミ
ナ
ー
」
に
は
こ
の
問
い
が
抜
け
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
す
。

【
継
承
す
べ
き
は
経
営
哲
学
】

　

つ
い
先
日
、
80
歳
を
超
え
る
経
営
者
の
訓
示
を
拝
聴
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。「
50
年
間
、
お
客
様
の
前
で
後
ろ

め
た
い
こ
と
は
何
一
つ
せ
ず
、
正
々
堂
々
と
お
客
様
の
こ
と

だ
け
を
思
い
商
売
を
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
哲
学
を

貫
い
て
い
き
た
い
」。
私
は
気
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
こ
の

言
葉
を
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

　

創
業
者
の
皆
様
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
商
売
の
中
で
培
っ
た

そ
れ
ぞ
れ
の
「
お
客
様
に
対
す
る
思
い
」「
心
掛
け
て
き
た

姿
勢
」「
心
づ
か
い
」
な
ど
は
是
非
、
後
継
者
に
承
継
し
た

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
経
営
哲
学
」

に
あ
た
る
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
大
切
な
思
い
が
後
継
者
に
は
な
か
な
か

伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
そ
れ
を
文
字
と
し
て
表
現
し
、

不
変
の
法
則
と
す
る
も
の
、
そ
れ
が
「
経
営
理
念
」
と
い
わ

れ
る
も
の
で
す
。

　

私
は
こ
の
「
経
営
理
念
」
こ
そ
、
経
営
に
と
っ
て
最
も
重

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
残
念
な
が
ら
中

小
企
業
で
「
経
営
理
念
」
を
掲
げ
て
常
に
経
営
の
礎
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
２
割
に
満
た
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

【
経
営
理
念
の
掲
げ
方
】

　

残
念
な
が
ら
こ
の
紙
面
で
は
、
こ
の
「
経
営
理
念
」
に
つ

い
て
具
体
的
な
内
容
を
綴
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
本
年
３

月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
機
に
電
子
書
籍
「
再

起
の
哲
学
」
を
公
開
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
そ
ち
ら
を
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

�（
こ
の
本
は
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
購
入
が

可
能
で
代
金
３
８
０
円
の
全
額
が

震
災
義
援
金
と
な
り
ま
す
。
ヤ

フ
ー
、
グ
ー
グ
ル
で
「
再
起
の
哲

学
」
で
ご
検
索
い
た
だ
く
か
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
お
使
い
く
だ
さ
い
）

ONE POINT ADVICE

経営

  

事　

業　

承　

継

株
式
会
社
ラ
イ
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

　
　

代
表
取
締
役

　
　
　

振
田�

仁�

氏
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近
年
、
企
業
に
対
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
認
識
し
、

企
業
経
営
者
は
勿
論
、
企
業
に
就
業
す
る
従
業
員
に
対
し
て

も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
違
反
す
る
な
と
い
う
こ
と
が
監
督

官
庁
、
事
業
団
体
、
更
に
は
マ
ス
コ
ミ
な
ど
か
ら
声
高
々
に

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

営
利
企
業
に
と
っ
て
は
、
企
業
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
第

一
の
目
標
で
あ
り
ま
す
が
、
社
会
構
造
が
複
雑
化
す
る
中
で

企
業
の
社
会
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
な
り
、
市
民
が
多
様

な
価
値
観
を
持
ち
、
事
故
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
た
場
合
の

責
任
追
及
の
場
面
が
増
加
す
る
中
で
、
企
業
が
違
法
行
為
を

せ
ず
に
利
益
を
上
げ
て
い
れ
ば
そ
れ
で
充
分
と
は
い
え
な
い

時
代
に
な
っ
て
お
り
、
企
業
の
経
営
目
的
は
、
定
款
等
に
掲

げ
た
目
的
を
果
た
す
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
の
要
請
に

応
え
る
こ
と
あ
る
い
は
社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
で
あ
る

と
の
認
識
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
と
い
う
考

え
方
は
、
企
業
が
社
会
に
対
し
て
果
た
す
べ
き
責
任
を
客
観

的
に
把
握
し
た
概
念
で
あ
り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、
企

業
の
社
会
的
責
任
を
企
業
経
営
者
や
こ
れ
を
支
え
る
従
業
員

に
求
め
ら
れ
る
資
質
と
し
て
主
観
的
に
把
握
し
た
概
念
と

い
っ
て
差
し
支
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
定
義
と
し
て
一
般
的
に
言
わ
れ
る

の
は
、「
法
令
等
を
遵
守
し
て
業
務
を
行
う
こ
と
」
で
あ
り
、

法
令
と
は
、
法
律
、
政
・
省
令
、
条
例
な
ど
の
ほ
か
、
業
界

団
体
等
の
自
主
ル
ー
ル
、
社
内
規
程
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
法
令
は
形
の
あ
る
実
体
法
と
い
う
べ
き
も
の
で

あ
っ
て
、
法
令
を
守
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
わ
ざ

わ
ざ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
強
調
す
る
ま
で
も
な
い
は
ず
で

す
。

　

私
は
、
近
年
声
高
に
強
調
さ
れ
て
い
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
と
は
、
単
な
る
法
令
等
の
遵
守
で
は
な
く
、
前
述
の
企
業

の
社
会
的
責
任
を
主
観
的
に
把
握
し
た
概
念
を
い
う
の
で
あ

り
、
企
業
の
経
営
者
は
、
自
己
の
営
む
企
業
の
社
会
的
責
任

を
認
識
し
、
社
会
的
責
任
を
果
た
し
て
い
く
積
極
性
を
持
ち
、

こ
の
企
業
経
営
者
の
認
識
と
意
欲
を
従
業
員
の
意
識
に
浸
透

さ
せ
、
企
業
内
に
組
織
体
制
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

企
業
の
社
会
的
責
任
と
い
っ
て
も
、
企
業
ご
と
に
そ
の
責

任
の
内
容
や
責
任
の
程
度
に
は
違
い
が
あ
る
筈
で
あ
り
、
安

全･

安
心
を
責
任
の
中
心
に
置
く
企
業
、
環
境
問
題
を
重
視

す
る
企
業
、
情
報
の
保
護
を
使
命
と
す
る
企
業
な
ど
多
様
で

す
が
、
自
己
企
業
の
社
会
的
責
任
を
正
し
く
認
識
し
、
こ
れ

を
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
根
本
理
念
と
し
て
確
立
で
き
る
企

業
が
、
厳
し
い
競
争
に
生
き
残
っ
て
い
け
る
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、
上
場
企
業
な
ど
の
大
企
業
に
限

ら
ず
、
中
小
企
業
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
重
要
な
企
業
倫
理

で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

ONE POINT ADVICE

法律

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

              

に
つ
い
て

弁
護
士　

宮
澤�

建
治�

氏
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葬
祭
場
、
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
み
つ
わ
を
創

業
し
て
5
年
が
経
ち
ま
し
た
。
暗
中
模
索
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
創
業
か
ら
5
年
で
い
く
つ
か

の
「
と
ん
が
り
サ
ー
ビ
ス
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

県
内
初
の
納

棺
師
サ
ー
ビ

ス
、
日
本
で

一
番
海
か
ら

遠
い
海
洋
散

骨
※（
Ｔ
Ｍ
）、

地
域
食
材
に

よ
る
創
作
フ

レ
ン
チ
、
県

内
最
大
規
模

の
人
形
供
養

祭
、
総
額
料

金
の
お
葬
式

プ
ラ
ン
。
昨

年
提
供
を

始
め
た
総

額
19
万
8�

千
円
の
小

さ
な
お
葬

式
な
ど
、

特
色
あ
る

商
品
作
り

を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

私
は
行

動
に
至
ら
な
い
理
念
は
不
要
だ
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。
無
意
味
な
理
念
か
ら
確
か
な
行
動
指

針
を
創
る
べ
き
だ
と
感
じ
、
早
速
策
定
し
ま
し

た
。『
商
品
と
は
自
己
表
現
で
あ
る
』『
集
客
と

は
フ
ァ
ン
作
り
で
あ
る
』『
利
益
と
は
あ
り
が

と
う
の
数
で
あ
る
』
ど
れ
だ
け
の
学
び
も
、
僅

か
な
実
践
に
勝
て
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。
時
代

に
合
わ
せ
た
ス
ピ
ー
ド
感
と
、
確
か
な
行
動
が

必
要
で
す
。

　

私
達
は
行
動
と
実
践
に
よ
り
、
地
域
で
一
番

あ
り
が
と
う
と
言
わ
れ
る
会
社
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

晩
年
の
葛
飾
北
斎
、
画
狂
老
人
卍
の
よ
う
な

情
熱
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
困
難
も
乗
り
越
え
ら

れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
し
た
情

熱
と
行
動
を
愚
直
に
繰
り
返
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
人
に

　

Vol.89

メモリアルホールみつわ
　株式会社みつわ

代表取締役　篠原�憲文

創作フレンチ料理（みつわ）

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

メモリアルホールみつわ

　　
　

　

松
川
村
・
池
田
町
で
は
、
平
成
16
年
度
よ
り

独
自
技
術
の
開
発
や
共
同
受
注
、
会
員
間
の
情

報
交
換
連
携
を
強
化
し
自
主
独
立
起
業
群
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
テ
ク
ノ
安
曇
野

高
瀬
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
」
を
設

立
し
ま
し

た
。
現
在

で
は
、
生

坂
村
・
大

町
市
・
安
曇
野
市
と
も
共
同
で
工
場
見
学
や
社

員
教
育
、
技
能
検
定
受
験
講
座
、
各
事
業
所
の

課
題
や
問
題
抽
出
を
行
い
、
専
門
家
を
交
え
て

の
指
導
を
行
う
等
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
青
年
部
で
は
「
若
手
後
継
者
育
成
事

業
」
の
助
成
金
を
い
た
だ
き
、
平
成
21
年
度
よ

り
地
域
の
魅
力
・
特
産
品
を
再
確
認
し
、
３
町

村
を
回
る
観
光
ル
ー
ト
の
作
成
や
、
暮
ら
す
人

も
訪
れ
る
人
も
「
新
た
な
出
逢
い
」
と
「
珍
発

見
」
が
で
き
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
未
知
」

の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。　

　

今
年
度
は
、
各
町
村
と
も
新
た
な
特
産
品
開

発
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
グ
ル
ー
プ
指
導
体
制
の
一
環
と
し
て
、

商
店
診
断
を
共
同
で
実
施
し
て
お
り
、
財
務
分

析
・
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
・
店
舗
魅
力
度
・
競
合
店

調
査
な
ど
を
行
い
、
報
告
・
提
案
書
を
作
成
し

事
業
所
の
目
標
達
成
の
た
め
の
支
援
を
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
３
町
村
商
工
会
で
協
力
し
あ

い
、
会
員
事
業
所
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

商
工
会
は
い
ま
─

松川村商工会

Syokoukai
NOW!

中信 Vol.84

松
川
村
・
池
田
町
・
生
坂
村

　
　
　
広
域
で
事
業
を
実
施

ガイドブック「未知」

初級管理者育成研修会

※
２
０
１
０
・
12
・
24
特
許
庁
商
標
登
録
済
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全国商工会会員福祉共済 がん 重点補償あなたも家族もまるごと守る！　頼れる補償の

先進医療に係る費用が全額自己負担となる
所定の先進医療を受けられたとき、何度で
も補償します。 通算支払限度はありません。

がんの手術はもちろん、がん以外の病気・け
がで所定の手術を受けられたとき、何度で
も補償します。＊3

がん入院はもちろん、がん以外の病気・けが
入院も、日帰り入院から補償します。

一旦治癒した後、がんが再発したと診断確定された
ときなどにも診断共済金をお支払い＊1＊2します。 

大切な、商工会会員の皆さま、だからこそ加入できる特別な制度です!

●新規ご加入の場合、共済期間の初日からその日を含めて90日（待機期間）を経過した日までにがんと診断確定された場合は、がん診
断共済金・がん手術共済金・がん入院共済金はお支払いできません。

＊1 診断共済金のお支払いは被共済者（共済の対象となる方）ごとに共済期間（ご契約期間）を通じて1回に限ります。また、２回目以降の診断共済金につい
ては、前回の診断共済金のお支払事由に該当した最終の診断確定日からその日を含めて１年を超えた期間が経過している場合に限りお支払いします。

＊2 再発・転移とは、既に診断確定されたがんを治癒したことにより、がんが認められない状態となり、その後初めてがんが再発または転
移したと診断確定されたことをいいます。 

＊3 手術の内容・種類によっては、回数制限があったり、お支払い対象外の手術もあります。お支払対象となる手術については「約款」をご覧ください。
＊4 66歳となった場合はシニア「がん」重点補償プラン（6,000円）に自動的に移行します。
＊5 満66歳以上の方は月額6,000円です。　

2011年11月1日午後4時から2012年11月1日午後4時まで共済（補償）期間

ご加入できる方

中途加入 毎月1日午後4時の共済（補償）始期でご加入になれます。

共
済
金
額

がん診断共済金

がん以外の病気・けがの手術共済金

がん以外の病気・けがの
入院共済金（1日あたり）

がん手術共済金

がん入院共済金（1日あたり）

先進医療共済金

加入プラン

加入年齢（注1）

月払掛金 3,000円＊6

満6歳～65歳＊4

「がん」重点補償
プラン

満66歳～74歳

6,000円＊6

シニア「がん」重点補償
プラン

100万円

手術の種類により（注3） 20・10・5万円

5,000円＊7 （日帰り～120日まで）

手術の種類により（注3） 40万円～10万円

305万円～5万円

10,000円＊7

掛金と共済金

通算支払
限度なし

お支払日数
無制限

再発・転移
しても安心

取扱代理店：株式会社ふるさとサービス  東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館10F　TEL:03-3214-5710引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社　担当課：広域法人部法人第一課  東京都千代田区三番町6-4　TEL:03-3515-4147
2011年10月作成　11-T-04054

5 安 心のつ
上皮内がん等の初期のがんでも、診断共済金
として、１００万円をお受け取りいただけます。

がんと診断確定されたとき（注2）、入
院の有無にかかわらず一時金として

＊6 月額掛金3,000円、月額掛金6,000円に含まれる東京海上日動火災保険（株）の医療保険の保険料は210円、がん保険の保険料は180円です。がん保険は
前述のとおり新規ご加入の方の場合は待機期間があるため、ご加入初年度の保険料は安くなっています。2年目以降のがん保険の保険料は250円となります。

＊7 支給額のうち、東京海上日動火災保険（株）のがん保険・医療保険が下記の金額を補償します。
がん診断共済金 ： 15万円　 がん以外の病気・けがの入院共済金 ： 750円　がん入院共済金： 1,500円

（注1）2011年11月1日時点での満年齢をいいます。
（注2）がんの診断確定は、病理組織学的所見によりなされることを要します。診断共済金のお支払いは被共済者（共済の対象となる方）

ごとに共済期間（ご契約期間）を通じて1回に限ります。また、2回目以降の診断共済金の支払は、それ以前の診断共済金の支払
事由に該当した最終の診断確定日から、その日を含めて1年を超えた期間が経過していることを要します。

（注3）手術の内容・種類によっては回数の制限があったり、お支払いの対象とならない場合があります。

このチラシは福祉共済および東京海上日動火災保険（株）の医療保険（1年契約用）・がん保険（1年契約用）の概要をご紹介したものです。ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明」をよくお読みください。ご不明な点等がある場合には、ご加入の商工会までお問い合わせください。

商工会の会員とその家族、会員の従業員とその家族、商工会・連合会の役職員とその家族であって
健康な方が対象となります。（健康状態に関する告知義務あり。）
※ただし共済期間開始時点での満年齢が満6歳以上満74歳以下の方に限ります。
「家族」とは…①配偶者、父母、子　②同居かつ扶養している祖父母・兄弟姉妹・孫　③配偶者の父母　をいいます。

初期のがんも安心!1

再発・転移も安心!2

入院も安心!3

手術も安心!4

先進医療も安心!5

月額3,000円で
がん・医療ともに

補償！

＊5

1回のお支払いは実費の約半額程度となります。

男性の2人に1人、女性の3人に1人が“がん”になる可能性があるなか、
がん検診受診は、中小企業の経営基盤を守る最も有効なリスクマネジメントです。

企業で働く皆さんのがん検診受診率向上を応援します

がん検診 企業アクション
全国商工会連合会は、がん検診受診率向上を目指す国家プロジェクト
「がん検診企業アクション」の推進パートナーです。

がん検診で
早期発見！
早期治療！

※一部の商工会においては取り扱っていない場合があります。
　お申し込み・お問い合わせはお近くの商工会まで。全国商工会連合会お問い合わせ・資料請求はご加入の商工会へ

長野県内の最低賃金のおしらせ 個人住民税の特別徴収に
ご協力ください!!　最低賃金制度は、最低賃金法に基づき、国か

ら賃金の最低額を定め、使用者は、その金額以
上の賃金を労働者に支払わなければならないと
されている制度です。
　長野県内の事業所で働く全ての労働者と、労
働者を一人でも使用している全ての使用者に適
用される「長野県最低賃金」が、平成23年10月
１日から時間額694円に改正されました。
　この機会に、ぜひ賃金を確認してみてください。
　なお、対象となる賃金は、通常の労働時間・
労働日に対応する賃金で、臨時に支払われる賃金、
精勤手当、通勤手当及び家族手当などは含まれ
ません。
お問い合わせは
長野労働局または最寄の長野労働基準監督署

　個人住民税は、より豊かで住みよい地域を作るため
の市町村と県の重要な財源の一つです。しかしながら、
景気の低迷による個人所得の伸び悩みや雇用状況の悪
化などを背景に、個人住民税の未収金が増加傾向にあ
ります。未収金が増加すると、市町村や県にとって新
たな事業の実施ができなくなったり、各種補助事業が
制約されるなど、住民や事業者の皆様に提供してきた
行政サービスの維持にも影響を与えかねません。
　そこで、住民税納税義務者である従業員の方の納め
忘れをなくすためにも、負担が少なく、便利な特別徴
収の実施について事業者の皆様のご協力をお願いいた
します。
お問い合わせは
長野県各市町村住民税担当課

松本から、札幌、福岡へ
最新鋭のジェット機で毎日運航
航空券のご予約・ご購入は　www.fujidreamairlines.com
FDAコールセンター　0570-55-0489

MESSAGE BOARD

■Ｐ�信州まつもと空港
は駐車場無料。

 FDA
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『信州お出かけ食べルート』ホームページ　URL：http://www.nagano-sci.or.jp/19route/index.html

地元若衆・女衆が 
　　　　　 おしえる

信州お出かけ
食べルート

こっそり

栗の町から湯の街へ 〜水の文化と食を求めて〜

　移動距離が約140kmで、高山村・小布施から長野市を通り抜け信州新町、また長
野市に戻り坂城・千曲市のコースとなる、かなりハードなドライブコース。
　長野市から信州新町に向かう国道19号は、犀川を縫うように走り、四季折々の
景色を満喫できます。温泉好きな方には、開湯百年を超える戸倉上山田温泉があり
ます。ゆっくりまわるには、「高山村・小布施・長野市」で１日、「信州新町・坂城・
千曲市」で１日というコースもいいでしょう。

若衆おすすめスポット・コース

　完熟梅（梅干し）・カリコちゃん（小梅しそ漬け）（信州新町）、手づくりみそ　ひとり娘（信州新町）、
　信州高山村こだわり牛乳（高山村）、温泉まんじゅう（高山村）

女衆いちおしうまいもん

ルート No.

16
小 布 施 ・ 高 山 村 ・ 長 野 市 ・ 信 州 新 町 ・ 坂 城 ・ 千 曲 市

よってきましょ!!マイはしで巡る味な旅

　桧のマイはしを作って、自分で打ったそばをマイはしで食べよう。作っ
たはしは家に持ち帰って使えます。旬の野菜や果物、地元でしか買えない・
食べられない商品や食べ物を味わってください。
　どなたでもお楽しみいただけます。

若衆おすすめスポット・コース

　大根水ぎょうざ（池田町）、くるみよせ（山形村）、柿どれっしんぐ・柿そーす（朝日村）、
　王様プリン（松本市波田）、凍りもち（山形村）

女衆いちおしうまいもん

ルート No.

15
朝 日 ・ 山 形 ・ 波 田

クラフト体験館

雷滝

松本 IC塩尻 IC 麺好房
（めんこうぼう）

恋人の丘
サラダ

マーケット
観光農園 竜島温泉

せせらぎの湯
クラフト
体験館

ファーマーズ
ガーデン

やまがた

30分 15分 5分15分 15分 30分15分

朝日 山形 山形 波田 波田 波田

信州
夢ばらの里

戸倉
上山田
温泉

更埴 IC小布施 IC
小布施酒造㈱

小布施
ワイナリー

八幡原
史跡公園

（川中島古戦場）

有島生馬記念館
化石博物館

（信州新町美術館）
ジンギスカン

街道山田牧場 雷滝

小布施 高山村 高山村 小布施 長野市 信州新町 信州新町 坂城 千曲市 千曲市
40
分

10
分

30
分

30
分

30
分

70
分

10
分

10
分

10
分
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商工連ながのH23.11月号● 12

　本会が行う信州匠選事業は、県内でとれる産物を使った商品を特産品として販売、消
費することにより地域活性化を推進することを目的に、申請のあった特産品等の商品が
一定の基準に合致しているか信州匠選選定会により審査し、基準をクリアした特産品等
を信州ブランド特産品として認定し、マークを付与しています。

信州匠選URL：http://www.nagano-sci.or.jp/takumisen/

■凍りもち
　信州の厳しい冬の寒さが生んだ、伝統的な自然食。
無農薬・減農薬農家が山形村のもち米だけを使い、無
添加で手作りしています。

■野沢菜漬け
■白菜キムチ
■赤かぶ漬け
■カリカリ甘梅
■すんき漬け
　豊丘村産の梅と木曽町産のしそを使用した梅漬け、
木曽町産のすんき菜を原材料として使用した漬物な
ど、ご飯にあうお漬物です。

〒397-0002　木曽郡木曽町新開2386-1
TEL0264-22-2351  FAX0264-22-2305

〒390-1301　東筑摩郡山形村7214-3
TEL0263-98-2261  FAX0263-98-3985

アルプス物産株式会社有限会社竹田の里

商工貯蓄共済制度に医療保障が登場！
☆ 貯蓄共済にプラスの保障でトータルな保障を実現！
☆ 病気やケガもしっかりサポートします。

詳細は最寄りの商工会へお問い合わせください。 長野県商工会連合会

【10年満期・基本入院日額 10,000円の場合】

病気やケガで入院の時は１泊２日から
日額10,000円の入院給付金が受け取れます。
手術をされた時は手術給付金が受け取れます。

入院や手術がなかった時は
無事故給付金が受け取れます。
＊5年毎に10万円　　　　

告知扱いにつき、ご加入手続きは簡単です。
（�体況上、通算上の理由で診査等が必要な場合があります。）
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